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◆ キーワード　アイヌ／カムイ／河童／散文逸話／神謡

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
で
語
ら
れ
る
河
童
に
つ
い
て

大 

谷　

洋 

一

は
じ
め
に

河
童
と
い
え
ば
、
日
本
独
自
の
妖
怪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
芸
の
中
に
も
ミ
ン
ト
ゥ
チ
や
フ
ン
ト
ゥ
チ
な
ど
と

い
う
ア
イ
ヌ
語
名
称
で
登
場
す
る
。
物
語
の
伝
承
者
は
総
じ
て
日
本
語
訳

で
「
河
童
」
と
述
べ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る) 1

(

。

本
稿
で
は
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
の
中
に
登
場
す
る
河
童
が
ど
の
よ
う
な

振
る
舞
い
を
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
性
を
築
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
ア
イ
ヌ
語
原
文
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
口
承
文
芸

を
素
材
に
し
て
、
ア
イ
ヌ
が
抱
く
河
童
の
イ
メ
ー
ジ
と
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
に

よ
る
語
ら
れ
方
の
違
い
な
ど
を
探
り
た
い
。
更
に
日
本
に
お
け
る
河
童
の

民
話
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
日
本
に
お
け
る
河
童
の
イ
メ
ー

ジ
が
単
純
に
ア
イ
ヌ
に
伝
播
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
ア
イ
ヌ
が
河
童
の
物

語
を
発
展
的
に
創
造
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
話
型
を
比
較
し
つ
つ

読
み
取
る
こ
と
に
す
る
。

一　

先
行
研
究

ア
イ
ヌ
の
河
童
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
研
究
は
、
河
童
の
ア
イ
ヌ
語

名
称
の
起
源
や
分
布
な
ど
の
ほ
か
、
河
童
の
容
姿
や
全
道
各
地
に
言
い
伝

え
ら
れ
た
人
が
溺
死
し
た
原
因
に
つ
い
て
の
噂
や
世
間
話
を
収
集
し
て
報

告
し
て
い
る
も
の
（
更
科
源
蔵
、
一
九
七
〇
、一
九
七
七
、一
九
八
一
ａ
、

一
九
八
一
ｂ
、
一
九
八
三
）
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
ら
を
引
用
し
て
「
ミ
ン

ツ
チ
（
河
童
）」
を
紹
介
し
て
い
る
著
作
物
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
石

川
純
一
郎
、
一
九
七
四
／
和
田
寛
、
二
〇
〇
五
）。
そ
の
中
で
特
に
注
意
を

要
す
る
正
確
性
を
欠
い
た
論
文
は
兼
松
真
文
（
一
九
八
三
）
の
も
の
で
あ

ろ
う
。
兼
松
は
河
童
の
ア
イ
ヌ
語
名
称
が
十
八
種
も
あ
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
る
が
、
筆
者
が
そ
れ
ら
を
引
用
先
の
原
典
に
あ
た
っ
て
再
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
の
八
つ
は
河
童
と
は
別
の
存
在
の
「
化
け
物
」
を
指

す
呼
称
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
文
脈
か
ら
判
明
し
た
。
例
え
ば
、
兼
松
が
上

げ
た
「w

en-puta-kam
u

」「w
en-kasa-kor （

マ
マ
）

o

」「toi-kasa-kor

」「m
un-
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kasa-kor

」「kosum
p-kam

uj

」「iw
a-kosim

p

」
は
河
童
以
外
の
水
の
カ

ム
イ
（
神
）
の
眷
属
の
呼
称
で
あ
る
。
そ
の
他
の
河
童
の
ア
イ
ヌ
語
名
称

に
つ
い
て
も
、「
ミ
ン
ト
ゥ
チ
」
の
「
ト
ゥ
」
の
表
記
を
「
ツ
」「
ツ
ウ
」

「
。ツ) 2

　
  (

」「
ト
」「
ド
」
な
ど
と
引
用
先
の
原
典
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、「
ト
ゥ
」

と
は
別
の
発
音
と
し
て
区
別
し
て
数
え
る
と
い
う
誤
っ
た
解
釈
が
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「m

intuci

」
の
語
尾
に
「tono

（
殿
、
大
将
、
頭
領
）」
や

「kam
uy

（
神
）」
な
ど
の
尊
称
が
付
い
た
名
称
も
別
名
称
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
称
を
増
や
そ
う
と
す
る
恣
意
性
を
感
じ
る
。

河
童
の
ア
イ
ヌ
語
名
称
は
北
海
道
の
広
範
囲
で
「
ミ
ン
ト
ゥ
チ
」、
千
歳

市
で
「
ミ
ㇺ
ト
ゥ
チ
」、
帯
広
市
や
釧
路
市
で
「
フ
ン
ト
ゥ
チ) 3

(

」
と
い
う
地

域
差
に
よ
る
三
種
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
判
断
は
実
際
に
音
声
資
料

を
聴
く
こ
と
で
判
明
す
る
が
、「
フ
ン
ト
ゥ
チ
」
だ
け
は
音
声
資
料
が
見
つ

か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
後
、
三
浦
佑
之
（
二
〇
一
二
）
が
久
保
寺
逸
彦
（
一
九
七
七
）
に

掲
載
さ
れ
た
河
童
の
登
場
す
る
「
神
謡
（
カ
ム
イ
ユ
カ
ㇻ
）」
と
「
聖
伝

（
オ
イ
ナ
）」
を
分
析
し
、

　

右
の
神
謡
で
は
、
最
後
の
部
分
の
「
私
の
夢
で
見
た
こ
と
は
偽
り
で

は
な
い
と
私
は
思
う
」
と
い
う
酋
長
の
推
測
で
し
か
語
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
ミ
ン
ツ
チ
が
、
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
か
な
り
不
安
定

な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
伝
承

で
は
、
ミ
ン
ツ
チ
の
姿
形
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
十
勝

川
に
や
っ
て
来
て
、
酋
長
の
家
に
住
み
着
き
一
人
娘
と
結
婚
し
た
と
い

う
場
面
で
は
人
の
姿
を
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
ミ
ン
ツ
チ
と
し
て
の
姿

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
ミ
ン
ツ
チ
は
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
由

緒
正
し
い
カ
ム
イ
（
ト
ノ
）
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。（
下
線
は
筆
者
に

よ
る
）

と
い
う
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
と
ミ
ン
ト
ゥ
チ
の
不
安
定
な
関
係
性
を
述
べ

て
い
る
（
４
）。

筆
者
は
ミ
ン
ト
ゥ
チ
の
物
語
を
網
羅
的
に
読
ん
で
い
た
の
で
、

三
浦
の
論
考
に
賛
同
し
つ
つ
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。

神
謡
や
聖
伝
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、筆
者
が
翻
訳
し
た
「
散
文
説
話
（
ウ

ウ
ェ
ペ
ケ
ㇾ
）」
に
お
い
て
は
、
ミ
ン
ト
ゥ
チ
は
ア
イ
ヌ
を
救
っ
て
カ
ム
イ

と
し
て
祭
ら
れ
る
結
末
に
な
っ
て
い
る
（
大
谷
洋
一
、二
〇
一
六
）。
ア
イ

ヌ
と
河
童
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
で
語
ら
れ
る
河
童
の
行
動
と
そ
の
目
的
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

河
童
が
登
場
す
る
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
資
料

以
下
に
、
河
童
が
語
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
資
料
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
記
し
、
日

本
語
に
よ
る
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
呼
称
、
表
題
（
日
本
語
の
み
を

「　

」
と
じ
）、
著
者
、
発
行
年
、
伝
承
者
、
伝
承
地
の
順
に
資
料
を
一
覧
す

る
。
散
文
説
話
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
話
の
ア
イ
ヌ
語
直
訳
、
実
在
の
先
祖

の
言
い
伝
え
、
神
謡
の
散
文
語
り
な
ど
は
通
常
の
散
文
説
話
（
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ

レ
）
と
異
な
る
要
素
（
伝
承
形
態
、
語
り
の
目
的
等
）
を
含
む
も
の
と
し
て

「
散
文
説
話
ｂ
」
と
記
す
。
資
料
が
掲
載
さ
れ
た
文
献
は
参
考
文
献
に
記
し

て
い
る
の
で
、
著
者
名
と
発
行
年
で
照
合
し
て
も
ら
い
た
い
。
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資
料
一
、
散 

文
説
話
ｂ
、「
吉
田
巌
遺
稿
資
料
（
ア08Y

3

）」、
吉
田
巌
、

発
行
年
不
明
、
伝
承
者
不
明
、
伝
承
地
不
明

資
料
二
、
散 

文
説
話
ｂ
、「
ウ
チ
ャ
シ
カ
マ
」、
山
本
多
助
、
一
九
五
八
年
、

秋
辺
福
治
、
釧
路
市

資
料
三
、
散 
文
説
話
ｂ
、「
カ
ッ
パ
」、
浅
井
亨
、
一
九
六
七
年
、
砂
沢
ク

ラ
、
旭
川
市

資
料
四
、
神 

謡
、「
染
退
人
の
酋
長
の
自
叙
」、
久
保
寺
逸
彦
、
一
九
七
七

年
、
平
賀
エ
テ
ノ
ア
、
平
取
町

資
料
五
、
神 

謡
、「
染
退
人
の
自
叙
」、
久
保
寺
逸
彦
、
一
九
七
七
年
、
平

目
カ
レ
ピ
ア
、
平
取
町

資
料
六
、
聖 

伝
、「
ア
エ
オ
イ
ナ
の
神
の
自
叙
」、
久
保
寺
逸
彦
、
一
九
七
七

年
、
平
目
カ
レ
ピ
ア
、
平
取
町

資
料
七
、
散 

文
説
話
、「
私
は
お
じ
い
さ
ん
に
育
て
ら
れ
て
（
ク
マ
に
狙

わ
れ
た
娘
が
カ
ッ
パ
に
助
け
ら
れ
る
話
）」、
田
村
す
ず
子
、

一
九
九
七
年
、
川
上
ま
つ
子
、
平
取
町

資
料
八
、
神 

謡
、「
河
童
と
美
女
」、
萱
野
茂
、
一
九
九
八
年
、
平
賀
サ
ダ
、

日
高
町

資
料
九
、
散 

文
説
話
、「
ト
パ
ッ
ト
ゥ
ミ
か
ら
逃
れ
た
ウ
ラ
イ
ウ
ㇱ
ナ
イ
の

少
年
」、
中
川
裕
、
二
〇
〇
二
年
、
白
沢
ナ
ベ
、
千
歳
市

資
料
十
、
神 

謡
、「
河
童
が
去
っ
た
わ
け
」、
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
、

二
〇
一
五
年
ａ
、
平
賀
サ
ダ
、
日
高
町

資
料
十
一
、
神 

謡
、「
静
内
川
の
河
童
」、
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
、

二
〇
一
五
年
ｂ
、
鍋
澤
ネ
プ
キ
、
平
取
町

資
料
十
二
、 

散 

文
説
話
ｂ
、「
河
童
神
の
恋
」、
安
田
千
夏
、
二
〇
一
五
年
、

上
田
ト
シ
、
平
取
町

資
料
十
三
、 

散 

文
説
話
、「
河
童
に
助
け
ら
れ
た
男
の
物
語
」、
大
谷
洋
一
、

二
〇
一
六
年
、
上
田
ト
シ
、
平
取
町

管
見
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、以
上
の
十
三
編
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
ル
の
内
訳
は
、
散
文
説
話
三
編
、
散
文
説
話
ｂ
四
編
、
神
謡
五

編
、
聖
伝
一
編
で
あ
る
。
伝
承
地
は
平
取
町
と
日
高
町
の
沙
流
川
筋
が
多

く
、
千
歳
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市
が
各
一
編
で
、
資
料
一
の
伝
承
地
不
明

は
、
河
童
の
ア
イ
ヌ
語
名
称
が
釧
路
市
と
同
じ
「huntuci

」
で
あ
る
こ
と

か
ら
北
海
道
東
部
の
伝
承
と
思
わ
れ
る
。
河
童
の
物
語
の
中
で
も
神
謡
と

聖
伝
の
ジ
ャ
ン
ル
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
沙
流
川
筋
だ
け
で
あ
る
。
分

布
の
偏
り
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
十
三
編
の
テ
キ
ス
ト
の
梗
概

を
観
察
す
る
。

三　

神
謡
で
語
ら
れ
る
河
童

神
謡
五
編
は
次
の
二
つ
の
（
あ
）（
い
）
の
内
容
で
語
ら
れ
る
。

（
あ
）
資
料
八
、
資
料
十
【
梗
概
】

①　
 

十
勝
川
河
口
の
村
長
に
神
が
夢
見
で
、
村
長
の
娘
を
妻
に
す
る
た
め

に
河
童
が
行
く
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

②　

 

村
長
が
河
童
に
対
し
て｢

邪
悪
な
熊｣

を
退
治
し
た
ら
娘
を
嫁
に
や

る
と
い
う
難
題
を
か
け
る
が
、
河
童
が
そ
れ
を
退
治
す
る
。
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③　
 

村
長
が
河
童
に
対
し
て
「
大
蛇
」
を
退
治
し
た
ら
娘
を
嫁
に
や
る
と

い
う
難
題
を
か
け
る
が
、
河
童
が
そ
れ
を
退
治
す
る
。

④　

 
村
長
は
河
童
に
対
し
て
「
蜂
の
お
化
け
」
を
退
治
し
た
ら
娘
を
嫁
に

や
る
と
難
題
を
か
け
る
と
、
河
童
は
戦
意
を
失
い
憤
怒
し
な
が
ら
十

勝
川
河
口
か
ら
去
る
。

⑤　

河
童
は
あ
ち
こ
ち
の
河
口
の
神
に
逗
留
を
頼
む
が
拒
否
さ
れ
る
。

⑥　

 

静
内
川
の
河
口
の
神
に
逗
留
を
断
ら
れ
て
河
童
は
上
流
に
向
か
っ
た
。

⑦　

 

静
内
川
の
上
流
に
い
る
悪
い
神
が
河
童
に
同
情
し
て
人
間
へ
の
復
讐

の
た
め
に
川
を
氾
濫
さ
せ
る
準
備
を
し
た
。

⑧　

 

他
の
神
々
が
相
談
し
て
ポ
ロ
シ
リ
の
神
に
緊
急
事
態
を
知
ら
せ
る
と
、

ポ
ロ
シ
リ
の
神
が
河
童
を
説
得
し
て
川
の
氾
濫
を
止
め
さ
せ
た
。

⑨　

 

静
内
川
で
は
河
童
が
魚
を
豊
漁
に
さ
せ
る
が
、
そ
の
税
と
し
て
人
間

を
溺
死
さ
せ
て
い
る
。

（
い
）
資
料
四
、
資
料
五
、
資
料
十
一
【
梗
概
】

①　

 

十
勝
川
河
口
に
住
む
長
者
に
神
が
夢
見
で
、
長
者
の
娘
に
惚
れ
た
河

童
が
人
間
に
化
け
て
獲
物
を
獲
っ
て
長
者
た
ち
を
養
っ
て
い
る
が
、

河
童
の
心
の
半
分
は
悪
い
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

②　

 

長
者
が
娘
の
婿
に
な
っ
て
い
た
河
童
に
「
出
て
行
け
」
と
一
喝
し
て

追
放
し
た
。

③　

 

怒
っ
た
河
童
は
、「
十
勝
川
の
畑
の
作
物
や
獲
物
と
な
る
食
料
の
魂
を

持
っ
て
行
く
」
と
宣
言
し
て
十
勝
川
河
口
を
去
っ
た
。

④　

河
童
は
あ
ち
こ
ち
の
神
に
逗
留
を
頼
む
が
拒
否
さ
れ
る
。

⑤　

静
内
川
の
河
口
の
神
に
逗
留
を
断
ら
れ
て
河
童
は
上
流
に
向
か
っ
た
。

⑥　

静
内
川
の
上
流
に
い
る
悪
い
神
と
棲
む
よ
う
に
な
っ
た
。

⑦　

静
内
川
は
食
料
が
豊
か
に
な
っ
た
が
、
河
童
が
人
間
を
溺
死
さ
せ
て
い

る
。（

あ
）
と
（
い
）
の
神
謡
は
全
て
「
河
童
の
婿
入
り
」
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、

（
あ
）
で
は
娘
の
父
親
か
ら
三
つ
の
難
題
を
か
け
ら
れ
退
散
し
、（
い
）
の

方
は
娘
の
父
親
か
ら
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
十
勝
川
河
口
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

そ
の
追
い
出
さ
れ
方
が
異
な
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
婿
入
り
し
よ
う

と
し
た
河
童
は
娘
の
父
親
の
守
護
神
（
憑
神
）
か
ら
夢
見
で
青
年
の
正
体

が
河
童
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と
と
憤
怒
し
た
河
童
が
十
勝
川
河

口
か
ら
静
内
川
上
流
に
移
り
棲
む
と
川
は
獲
物
（
食
料
）
で
豊
か
に
な
る

が
人
間
を
溺
死
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

神
謡
で
の
河
童
は
、
川
を
食
料
で
豊
か
に
す
る
神
性
と
人
間
を
溺
死
さ

せ
る
と
い
う
魔
物
の
二
面
性
が
語
ら
れ
る
。
河
童
は
ア
イ
ヌ
か
ら
恐
れ
ら

れ
「
カ
ミ
ア
シ
（
化
け
物
）」
や
「
ウ
ェ
ン
カ
ム
イ
（
魔
神
）」
と
呼
ば
れ
、

ア
イ
ヌ
か
ら
カ
ム
イ
と
し
て
祭
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
河
童
自
身
も
人
間

に
カ
ム
イ
と
し
て
祭
る
よ
う
に
一
切
要
求
し
な
い
点
が
神
謡
で
の
河
童
の

特
徴
で
あ
る
。

四　

散
文
説
話
で
語
ら
れ
る
河
童

次
の
資
料
一
は
、
日
本
の
河
童
の
民
話
「
水
神
（
沼
神
）
の
文
使
い
」

を
ア
イ
ヌ
語
に
直
訳
し
た
形
式
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
散
文
説
話
の
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下
位
区
分
と
し
て
仮
に
「
散
文
説
話
ｂ
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
一
【
梗
概
】

①　

 

昔
、
貧
乏
な
郵
便
配
達
の
小
さ
な
和
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
、

郵
便
配
達
の
た
め
に
歩
く
と
、
橋
の
上
に
一
匹
の
河
童
が
い
た
。

②　

 

河
童
か
ら
「
次
の
橋
の
上
に
俺
の
よ
う
な
者
が
い
る
か
ら
、
こ
の
手

紙
を
渡
し
て
返
事
を
聞
い
て
来
い
」
と
言
わ
れ
て
一
通
の
手
紙
を
渡

さ
れ
た
。

③　

 

和
人
は
手
紙
の
内
容
が
気
に
な
っ
て
読
む
と
「
こ
の
手
紙
を
持
っ
た

人
が
行
っ
た
ら
、
殺
し
て
食
お
う
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
和
人

は
「
こ
の
配
達
人
が
行
っ
た
ら
、
お
前
の
一
番
良
い
物
を
与
え
よ
」

と
書
き
替
え
た
。

④　

 

手
紙
を
持
っ
て
行
く
と
橋
の
上
に
河
童
が
い
た
の
で
手
紙
を
渡
す
と
、

そ
れ
を
読
ん
だ
河
童
が
「
少
し
待
っ
て
い
ろ
」
と
言
っ
て
川
に
入
っ
た
。

⑤　

 

河
童
が
一
つ
の
金
槌
を
持
っ
て
来
て
「
お
前
の
欲
し
い
物
を
言
っ
て

地
面
を
叩
け
ば
お
前
の
欲
し
い
物
が
出
て
く
る
」
と
言
っ
て
金
槌
を

く
れ
た
の
で
、
配
達
人
は
お
礼
を
言
っ
て
家
に
帰
っ
た
。

⑥　

 

和
人
は
欲
し
い
物
を
言
い
な
が
ら
金
槌
で
叩
く
と
何
で
も
出
て
き
た
の

で
金
持
ち
に
な
っ
て
、
町
の
殿
様
の
娘
を
妻
に
し
て
幸
せ
に
な
っ
た
。

こ
の
物
語
は
和
人
伝
承
の
河
童
の
民
話
が
ほ
と
ん
ど
話
型
を
変
え
ず
に

ア
イ
ヌ
に
伝
播
さ
れ
て
い
る
。
広
い
意
味
で
「
和
人
の
散
文
説
話
」
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
が
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
で
あ
る
長
編
化（
５
）も

な
く
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
要
素
も
全
く
加
味
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
河
童
の
目
的
は

和
人
を
食
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
和
人
が
機
転
を
き
か
し
て
河
童
を
騙

し
て
宝
物
を
奪
う
一
種
の
と
ん
ち
話
に
な
っ
て
い
る
。

資
料
三
【
梗
概
】

①　

 

私
は
遠
く
の
村
で
毎
晩
一
人
ず
つ
人
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
。

②　

 

あ
る
日
、
そ
の
村
を
訪
ね
る
と
空
き
屋
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
煙
の

出
て
い
る
家
が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
に
入
り
、
家
主
の
老
人
と
挨
拶
を

交
わ
し
た
。

③　

 

夕
方
に
な
る
と
老
人
は
「
今
夜
は
私
の
家
族
が
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

と
話
す
の
で
、
私
は
家
の
者
を
寝
さ
せ
て
見
張
り
を
し
た
。

④　

 

私
は
薄
く
平
た
い
石
を
拾
っ
て
来
て
、
尻
に
当
て
て
紐
で
し
ば
っ
て

か
ら
囲
炉
裏
の
側
で
座
っ
て
い
た
。

⑤　

 

何
者
か
が
家
に
入
っ
て
来
て
、
私
の
尻
当
て
の
石
を
触
る
の
で
、
そ
の

手
を
掴
ん
で
見
る
と
、
頭
が
禿
げ
た
小
さ
い
男
（
６
）（

河
童
）
で
あ
っ
た
。

⑥　

 

河
童
が
逃
げ
よ
う
と
し
て
暴
れ
る
と
、
私
が
掴
ん
だ
片
手
が
抜
け
た

ま
ま
河
童
が
逃
走
し
た
。

⑦　

 

私
が
眠
っ
て
夢
を
見
る
と
河
童
が
現
れ
て
「
私
は
河
童
の
首
領
で
あ

る
が
、
人
間
の
は
ら
わ
た
ほ
ど
美
味
し
い
物
は
な
い
の
で
毎
晩
村
人

を
殺
し
て
い
た
の
で
す
。
も
う
悪
い
こ
と
は
し
な
い
の
で
腕
を
返
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
の
で
、
私
は
河
童
の
腕
を
埋
め
た
。

⑧　

 
老
夫
婦
は
私
に
泣
い
て
感
謝
し
て
宝
物
を
持
た
せ
て
く
れ
、
そ
の
村

は
平
和
に
な
っ
た
。

こ
の
物
語
で
は
、
前
半
の
①
〜
④
ま
で
は
通
常
の
ア
イ
ヌ
の
散
文
説
話
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と
同
様
に
話
が
展
開
し
て
い
る
。
③
で
は
細
か
い
ア
イ
ヌ
の
作
法
が
語
ら

れ
て
い
る
の
を
筆
者
が
梗
概
の
中
で
省
略
し
て
い
る
が
、
実
は
、
訪
問
客

が
他
人
の
家
の
近
く
で
物
音
を
立
て
る
と
家
の
中
の
女
性
が
外
に
出
て
、

客
の
様
子
を
見
て
か
ら
家
に
戻
り
、
家
主
に
客
の
様
子
を
話
し
て
か
ら
、

客
を
家
に
上
げ
て
も
い
い
の
か
を
伺
う
作
法
の
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
は
ア
イ
ヌ
的
で
あ
る
が
、
⑤
以
降
は
日
本
民
話
の
要
素
が
色
濃

く
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
河
童
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
平
た
い
石
を

尻
に
縛
り
付
け
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
日
本
民
話
で
は
瓦
を
尻
に

付
け
結
ぶ
。
他
に
は
、「
河
童
の
腕
抜
け
」
や
「
河
童
の
謝
罪
」
な
ど
が
あ

る
点
で
、
ア
イ
ヌ
の
散
文
説
話
と
日
本
民
話
が
融
合
さ
れ
た
物
語
の
内
容

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
散
文
説
話
ｂ
と
区
分
し
て
お
く
。

前
に
紹
介
し
た
神
謡
五
編
と
資
料
一
な
ど
と
同
じ
様
に
資
料
三
も
、
河

童
が
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
自
分
を
カ
ム
イ
と
し
て
祭
る
よ
う
に
要
望
す
る
場

面
が
全
く
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

資
料
六
【
梗
概
】

①　

 

私
は
入
り
江
を
見
回
り
に
浜
へ
行
こ
う
と
し
た
ら
、
後
ろ
か
ら
「
ズ

シ
ン
ズ
シ
ン
」
と
音
が
す
る
。

②　

 

振
り
返
る
と
青
大
将
の
神
が
尾
で
音
を
出
し
、
舌
を
出
し
出
し
し
な

が
ら
す
る
の
が
言
葉
と
し
て
聞
こ
え
た
。

③　

 

青
大
将
は
「
汝
ほ
ど
の
神
で
も
見
え
ぬ
か
？
こ
ち
ら
に
大
勢
の
船
が

汝
の
村
に
向
か
っ
て
い
る
。
早
く
迎
え
討
つ
準
備
を
し
ろ
」
と
言
う

の
で
あ
っ
た
。

④　

 

見
る
と
確
か
に
大
船
団
が
向
か
っ
て
来
る
の
で
、
私
は
魂
を
与
え
た

草く
さ

人ひ
と
が
た形を

作
り
、
大
船
団
に
向
か
わ
せ
た
。

⑤　

 

し
ば
ら
く
戦
い
の
物
音
が
響
き
、
生
き
残
っ
た
の
は
疱
瘡
神
の
弟
神

と
飢
饉
の
神
の
弟
神
で
あ
っ
た
。
草
人
形
も
一
人
か
二
人
だ
け
が
助

か
っ
た
。

⑥　

 

私
の
作
っ
た
草
人
形
は
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
り
河
童
の
神
と
し
て
海

で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
。

⑦　

 

元
は
人
形
だ
か
ら
、
河
童
の
腕
を
引
っ
ぱ
る
と
抜
け
る
の
は
そ
の
起

源
に
よ
る
も
の
だ
。

こ
の
物
語
は
「
聖
伝
」
に
区
分
さ
れ
る
伝
承
で
あ
り
、
神
謡
と
同
様
に
サ

ケ
ヘ
と
い
う
折
節
の
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
語
っ
て

い
る
が
、
物
語
中
の
自
叙
者
は
動
物
な
ど
の
カ
ム
イ
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
の

始
祖
と
さ
れ
る
文
化
神
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ㇽ
が
自
叙
す
る
。
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ㇽ

は
疱
瘡
神
や
飢
饉
の
神
が
襲
来
す
る
の
を
見
て
、
草
人
形
の
神
を
作
っ
て
撃

退
し
た
。
そ
の
死
ん
だ
草
人
形
を
河
童
に
生
ま
れ
返
し
た
と
い
う
河
童
の
起

源
を
語
っ
て
い
る
。資
料
三
で
河
童
の
腕
が
抜
け
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
が
、

こ
の
資
料
六
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
河
童
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ㇽ
が
魂
を

込
め
て
新
た
に
作
ら
れ
た
カ
ム
イ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
イ
ヌ

か
ら
カ
ム
イ
と
し
て
祭
ら
れ
る
存
在
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
で
三

浦
が
指
摘
し
た
河
童
の
存
在
の
不
安
定
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

資
料
七
【
梗
概
】

①　

 

私
は
お
爺
さ
ん
に
育
て
ら
れ
て
何
不
自
由
の
な
い
生
活
を
し
て
い
た
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が
、
お
爺
さ
ん
の
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
か
ら
は
私
が
山
菜
や
小
魚
を

捕
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。

②　

 
あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
「
私
が
死
ん
だ
ら
、
お
前
は
一
人
ぼ
っ
ち
に

な
る
か
ら
、
人
捜
し
に
行
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
こ
の
村
の
人
々

が
夜
襲
で
殺
さ
れ
、
私
と
お
爺
さ
ん
だ
け
が
生
き
残
っ
た
理
由
を
説

明
し
た
。

③　

 

山
向
こ
う
の
村
へ
行
く
途
中
に
あ
る
仮
小
屋
で
一
晩
泊
ま
り
、
近
く

の
沢
で
水
の
神
に
安
全
祈
願
す
る
こ
と
を
私
は
教
わ
っ
た
。

④　

 

私
は
旅
に
出
て
、
お
爺
さ
ん
に
教
わ
っ
た
目
印
を
た
よ
り
に
し
て
仮

小
屋
に
着
い
た
。

⑤　

 

近
く
の
沢
に
行
っ
て
供
物
を
撒
き
な
が
ら
、
水
の
神
や
沢
の
神
、
山

の
中
に
い
る
神
々
に
自
分
の
無
事
を
祈
っ
た
。

⑥　

 

食
事
を
済
ま
せ
て
寝
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
頭
の
半
分
ま
で
は
げ
た

男
の
子
（
７
）が
弓
矢
を
持
っ
て
小
屋
に
入
り
、
私
の
向
か
い
側
に
座
っ
た
。

⑦　

 

男
の
子
が
「
私
は
河
童
の
王
だ
。
今
ま
で
お
前
の
お
爺
さ
ん
が
水
の

神
に
供
物
を
捧
げ
て
い
た
の
で
そ
れ
を
分
け
て
貰
っ
て
い
た
。
山
裾

の
悪
い
熊
が
お
前
を
殺
し
に
来
る
の
が
見
え
た
の
で
助
け
に
来
た
の

だ
」
と
言
っ
た
。

⑧　

 

河
童
は
燃
え
て
い
る
薪
に
灰
を
か
け
て
部
屋
を
真
っ
暗
に
し
た
と
こ

ろ
、
熊
が
小
屋
の
戸
口
に
引
っ
か
か
り
な
が
ら
「
娘
が
気
に
入
っ
た

か
ら
魂
を
取
っ
て
神
の
国
へ
連
れ
て
行
く
つ
も
り
だ
」
と
言
い
う
と

河
童
は
熊
に
矢
を
射
る
と
熊
が
逆
戻
り
し
て
静
か
に
な
っ
た
。

⑨　

 

河
童
が
「
化
け
物
を
懲
ら
し
め
て
や
っ
た
。
私
の
武
器
で
殺
さ
れ
た

も
の
は
生
き
返
れ
な
い
。
山
向
こ
う
の
村
へ
行
っ
て
事
情
を
話
せ
。

私
は
河
童
の
王
だ
。
上
等
の
御
幣
は
遠
慮
す
る
け
ど
、
乾
い
た
酒
粕

と
皮
の
ま
ま
の
硬
い
御
幣
を
私
に
捧
げ
て
く
れ
。
そ
う
す
れ
ば
私
は

一
人
前
の
神
ら
し
く
な
れ
る
の
だ
」
と
言
っ
て
姿
を
消
し
た
。

⑩　

 

夜
が
明
け
て
水
汲
み
し
て
か
ら
河
童
の
神
と
水
の
神
に
お
礼
を
言
い

な
が
ら
供
物
を
撒
い
た
。

⑪　

 

食
事
し
て
山
向
こ
う
の
村
へ
行
き
、
村
の
中
央
の
家
に
招
か
れ
て
、

家
主
の
老
人
に
今
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た
。

⑫　

 

そ
の
家
の
姉
妹
や
兄
弟
が
帰
宅
す
る
と
、
老
人
は
息
子
た
ち
に
私
の
お

爺
さ
ん
の
こ
と
や
私
が
河
童
の
王
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

⑬　

 

老
人
が
私
に
「
お
爺
さ
ん
の
家
に
帰
っ
た
ら
、
村
人
の
一
部
を
そ
ち

ら
へ
移
住
さ
せ
て
も
よ
い
か
ど
う
か
尋
ね
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。

⑭　

 

村
の
若
者
た
ち
が
私
と
仮
小
屋
へ
行
く
と
、
熊
の
死
体
を
殴
り
な
が

ら
「
夢
見
を
さ
せ
な
か
っ
た
ら
地
獄
へ
落
と
す
か
ら
な
」
と
罵
声
を

あ
び
せ
た
後
で
、
若
者
た
ち
は
水
の
神
や
河
童
の
神
に
祈
っ
た
。

⑮　

 

私
や
若
者
達
の
夢
に
熊
が
人
の
姿
で
現
れ
て
「
自
分
を
化
け
物
に
し

な
い
で
神
と
し
て
祭
っ
て
く
れ
た
ら
お
前
た
ち
を
幸
せ
に
す
る
」
と

述
べ
た
。

⑯　
 

若
者
た
ち
は
熊
が
神
の
仲
間
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
た
。

⑰　
 

私
た
ち
が
家
に
着
く
と
村
長
の
息
子
が
今
ま
で
の
経
緯
や
村
へ
移
住

し
た
い
こ
と
な
ど
を
話
す
と
、
お
爺
さ
ん
は
泣
い
て
喜
ん
だ
。

⑱　

 

山
向
こ
う
の
村
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
移
住
し
て
来
て
、
私
は
若
者

と
結
婚
し
て
子
供
を
た
く
さ
ん
産
ん
だ
。
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⑲　
 

お
爺
さ
ん
は
皆
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
大
往
生
し
た
。
私
の
村
は
大
き

な
村
に
な
り
、
夫
が
村
長
に
な
り
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。

河
童
が
登
場
す
る
の
は
⑥
〜
⑨
の
み
で
あ
る
が
、
主
人
公
の
村
が
消
滅

し
そ
う
に
な
っ
た
理
由
、
河
童
が
悪
党
の
熊
か
ら
助
け
て
く
れ
た
理
由
、

悪
党
の
熊
が
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
理
由
、
河
童
が
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
村

が
栄
え
た
理
由
な
ど
、
随
所
に
事
の
成
り
行
き
を
説
明
す
る
場
面
が
あ
り
、

物
語
が
長
編
化
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

注
目
す
る
の
は
河
童
が
⑦
の
項
目
で
、
詳
し
く
は
「
私
は
人
に
知
ら
れ

て
い
な
い
神
で
あ
る
か
ら
、
だ
れ
か
か
ら
私
が
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
私

に
供
物
ま
き
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、『
水

の
神
様
と
一
緒
に
い
る
神
々
は
み
ん
な
で
食
べ
る
た
め
に
供
物
ま
き
を
し

て
い
る
の
で
す
よ
』
と
言
い
な
が
ら
、
お
前
の
お
じ
い
さ
ん
は
供
物
ま
き

を
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
私
に
も
た
く
さ
ん
の
食
料
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
。

そ
れ
で
私
は
神
の
仲
間
と
し
て
の
面
目
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
が
で
き
て
い
た

の
だ
が
」
と
述
べ
た
点
で
あ
る
。
河
童
は
人
に
名
を
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

水
の
神
の
眷
属
と
し
て
供
物
を
分
け
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
項

目
⑨
で
悪
党
熊
か
ら
娘
を
助
け
た
契
機
と
し
て
、
河
童
自
ら
が
初
め
て
自

分
の
名
を
伝
え
て
カ
ム
イ
と
し
て
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
三
浦
（
二
〇
一
二
）
が
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
が
河
童
の

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
「
河
童
が
カ
ム
イ
と
し
て
不
安
定
な
存
在
」

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
河
童
の
存
在
が
ア
イ

ヌ
に
伝
播
し
た
歴
史
が
浅
く
、
古
か
ら
ア
イ
ヌ
が
河
童
を
カ
ム
イ
と
し
て

扱
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
口
演
時
間

は
五
〇
分
五
十
七
秒
の
長
編
で
、
河
童
の
登
場
す
る
日
本
民
話
を
大
き
く

上
回
る
本
格
的
な
散
文
説
話
で
あ
る
。

資
料
九
【
梗
概
】

①　

 

私
は
ウ
ラ
イ
ウ
ㇱ
ナ
イ
で
両
親
と
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
赤
ち
ゃ

ん
の
弟
を
お
ぶ
っ
て
川
上
へ
魚
捕
り
に
行
っ
た
。

②　

 

暗
く
な
っ
た
の
で
家
の
近
く
の
舟
着
き
場
ま
で
来
る
と
、
夜
盗
（
ト

パ
ッ
ト
ゥ
ミ
）
の
群
が
来
た
こ
と
に
気
づ
い
て
川
上
へ
逃
げ
た
。

③　

 

夜
盗
の
群
は
私
た
ち
が
川
に
流
さ
れ
た
と
思
い
違
い
し
て
引
き
返
し
た
。

④　

 

私
は
山
に
逃
げ
て
小
屋
を
作
り
、
魚
や
狼
の
食
べ
残
し
た
熊
や
鹿
の

肉
を
持
ち
帰
っ
て
暮
ら
し
た
。

⑤　

 

私
と
弟
は
村
探
し
に
出
か
け
る
と
大
き
な
村
を
見
つ
け
た
。
村
の
中
央

の
家
の
前
に
弟
と
い
る
と
、
家
主
の
お
爺
さ
ん
が
家
に
招
き
入
れ
た
。

⑥　

 

私
が
今
ま
で
の
経
緯
を
話
す
と
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
が
魔
払
い
と

ね
ぎ
ら
い
の
儀
式
を
し
て
く
れ
た
。
帰
宅
し
た
お
爺
さ
ん
の
息
子
た

ち
も
私
の
苦
難
の
体
験
を
知
り
、
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
た
。

⑦　

 

私
た
ち
は
そ
の
息
子
た
ち
と
兄
弟
の
よ
う
に
し
て
成
長
す
る
と
、
村

人
が
夜
盗
の
い
る
モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
村
と
戦
を
す
る
た
め
に
出
か

け
た
。

⑧　
 

モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
の
村
長
の
祭
壇
の
傍
ら
に
大
き
な
木
が
立
っ
て

い
て
、
そ
の
上
に
河
童
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
河
童
が
戦
の
守
護
神

と
し
て
夜
盗
の
群
に
つ
い
て
行
く
の
で
、
い
つ
も
夜
盗
が
成
功
す
る

ら
し
い
。
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⑨　
 

村
人
た
ち
は
何
日
も
か
け
て
戦
い
に
勝
つ
た
め
の
祈
祷
を
し
な
が
ら

モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
に
着
く
と
、
そ
こ
の
村
長
と
談
判
を
始
め
た
。

⑩　

 
談
判
を
し
て
い
る
間
に
、
他
の
者
た
ち
が
河
童
の
住
む
大
き
な
木
を

燃
や
し
倒
し
て
、
落
ち
た
河
童
を
殴
り
殺
し
た
。

⑪　

 

村
長
が
モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
の
村
長
に
談
判
に
勝
ち（
８
）、「

や
つ
は
嘘
の

談
判
で
宝
物
を
奪
っ
て
い
た
。
自
分
の
物
が
あ
る
か
確
か
め
ろ
」
と

叫
ん
だ
。

⑫　

 

山
の
よ
う
に
あ
っ
た
宝
物
を
取
り
返
し
、「
今
度
、
嘘
の
談
判
を
し
た

ら
生
か
し
て
は
お
か
な
い
か
ら
な
」
と
言
っ
て
、
そ
の
村
か
ら
帰
っ
た
。

⑬　

 

私
は
結
婚
し
て
ウ
ラ
イ
ウ
ㇱ
ナ
イ
に
戻
り
、
子
供
を
た
く
さ
ん
産
み
、

弟
も
結
婚
し
て
子
供
が
た
く
さ
ん
で
き
て
村
が
再
興
し
た
。

⑭　

 

私
は
「
川
上
の
村
の
人
た
ち
と
仲
よ
く
行
き
来
し
て
暮
ら
せ
」
と
言

い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
散
文
説
話
で
の
河
童
が
悪
者
と
結
び
つ
く
点
は
、
神
謡
に
お
け
る

河
童
が
「
悪
い
神
（
水
の
神
の
眷
属
）」
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
と
共
通
す

る
。
し
か
し
、
本
編
は
唯
一
、
河
童
は
ア
イ
ヌ
か
ら
殴
り
殺
さ
れ
て
お
り
、

他
の
物
語
に
較
べ
て
河
童
の
超
人
性
が
低
い
。
そ
れ
は
項
目
⑨
に
あ
る
よ

う
に
、
村
人
が
何
日
も
か
け
て
神
々
に
戦
い
に
勝
つ
た
め
の
祈
祷
を
し
て

い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
項
目
⑧
で
河
童
は
、
悪
人
の
「
戦
の
守
護
神
」

と
し
て
モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
の
村
長
と
悪
行
を
働
い
た
。
つ
ま
り
、
河
童

は
悪
人
か
ら
カ
ム
イ
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
人
物
の
善
悪

の
区
別
を
せ
ず
に
人
の
守
護
神
と
な
る
。
口
演
時
間
は
不
明
で
あ
る
が

二
七
ペ
ー
ジ
分
の
長
編
で
あ
る
。

資
料
一
二
【
梗
概
】

①　

 

私
は
妻
と
一
人
娘
と
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
青

年
が
泊
ま
り
に
来
た
。

②　

 

青
年
は
鹿
や
熊
を
獲
っ
た
り
、
薪
を
集
め
た
り
す
る
働
き
者
で
あ
っ
た
。

③　

 

あ
る
日
、
青
年
は
自
ら
自
分
の
正
体
は
河
童
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、

「
あ
な
た
た
ち
を
守
る
神
か
ら
人
間
の
娘
と
結
婚
し
た
ら
地
獄
へ
落
と

す
と
脅
さ
れ
た
の
で
静
内
へ
行
く
」
と
述
べ
て
去
っ
た
。

④　

 

娘
は
青
年
の
こ
と
を
好
ま
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
青
年
の
後
を
追
っ

た
が
、
も
う
河
童
の
姿
は
消
え
て
い
た
。

⑤　

 

そ
の
後
、
河
童
が
静
内
で
人
間
の
村
を
荒
ら
し
て
い
る
と
い
う
噂
を

聞
き
、
自
分
た
ち
は
無
事
で
よ
か
っ
た
と
安
堵
し
た
。

本
編
は
（
一
）
の
神
謡
（
い
）
タ
イ
プ
の
散
文
語
り
で
あ
る
。
散
文
説

話
と
し
て
語
ら
れ
て
変
移
し
た
部
分
は
、
項
目
④
に
あ
る
よ
う
に
娘
が
青

年
の
正
体
を
河
童
と
知
っ
て
も
好
意
を
持
っ
て
後
を
追
う
点
で
あ
る
。
神

謡
と
同
じ
く
河
童
の
行
動
の
目
的
は
「
婿
入
り
」
す
る
こ
と
で
あ
る
が
失

敗
す
る
。
口
演
時
間
は
七
分
三
十
二
秒
で
あ
り
、
日
本
民
話
よ
り
も
長
め

で
あ
る
。

資
料
一
三
【
梗
概
】

①　

十
勝
の
上
流
で
私
は
両
親
と
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
た
。

②　

 

父
か
ら
「
十
勝
の
下
流
の
村
に
若
い
娘
が
い
る
か
ら
嫁
に
貰
っ
て
来

い
」
と
言
わ
れ
て
私
は
旅
に
出
た
。
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③　
 

父
か
ら
教
え
ら
れ
た
場
所
に
倒
木
が
あ
り
、
そ
の
下
で
寝
る
準
備
を

し
て
か
ら
、
水
の
神
に
木
幣
を
立
て
て
無
事
を
祈
っ
た
。

④　

 
河
童
の
神
が
現
れ
た
の
で
互
い
に
礼
拝
し
て
、
一
つ
の
お
椀
で
一
緒

に
食
事
を
す
る
と
河
童
は
自
分
を
恐
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
。

⑤　

 

河
童
が
「
お
前
が
向
か
っ
て
い
る
村
は
明
日
の
夜
に
夜
襲
に
襲
わ
れ

る
が
、
自
分
が
全
て
や
っ
つ
け
る
か
ら
お
前
の
手
柄
に
し
て
、
そ
の

こ
と
は
誰
に
も
言
う
な
」
と
言
っ
た
。

⑥　

 

翌
日
、
そ
の
村
へ
行
く
と
村
人
は
宴
会
の
準
備
を
し
て
い
た
。
私
が

来
訪
し
た
こ
と
を
村
人
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

⑦　

 

私
は
村
人
を
一
つ
の
家
に
集
め
て
、
ど
の
家
も
灯
り
を
消
さ
せ
た
。

宴
会
が
始
ま
っ
た
途
端
に
村
人
は
全
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑧　

 

そ
の
家
の
中
に
河
童
が
入
っ
て
来
た
の
で
、
私
は
礼
拝
し
て
か
ら
河

童
に
酒
を
飲
ま
せ
た
。

⑨　

 

夜
盗
の
群
が
、
ど
の
家
も
留
守
な
こ
と
を
不
審
が
っ
て
ひ
そ
ひ
そ
と

喋
り
な
が
ら
忍
び
寄
っ
て
来
る
の
が
わ
か
っ
た
。

⑩　

 

河
童
が
外
に
出
て
一
人
で
夜
盗
の
群
を
全
滅
さ
せ
る
と
、
私
に
再
会

す
る
約
束
を
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

⑪　

 

翌
朝
、
村
人
が
目
覚
め
て
外
に
出
る
と
大
勢
の
夜
盗
が
死
ん
で
い
た

の
で
、
私
が
退
治
し
た
の
だ
と
思
っ
て
宝
物
を
く
れ
よ
う
と
し
た
。

⑫　

 

私
は
宝
物
の
贈
与
を
断
り
「
村
長
の
娘
を
嫁
に
欲
し
い
」
と
言
う
と
、

村
長
が
喜
ん
で
二
、三
日
祝
宴
を
開
い
た
。

⑬　

 

娘
を
連
れ
て
村
へ
帰
る
途
中
の
倒
木
の
下
で
野
宿
す
る
と
娘
は
す
ぐ

に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑭　

 

河
童
が
現
れ
て
、「
今
回
の
こ
と
は
お
前
の
父
に
だ
け
話
し
て
、
私
に

対
し
て
硬
い
木
幣
と
硬
い
酒
粕
で
祭
っ
て
く
れ
。
お
前
の
守
護
神
に

な
っ
て
や
る
か
ら
な
」
と
述
べ
て
去
っ
て
行
っ
た
。

⑮　

 

娘
を
連
れ
て
村
に
帰
り
、
父
に
河
童
の
神
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
言

う
と
、
父
は
喜
ん
で
河
童
を
神
と
し
て
祭
っ
た
。

⑯　

 

私
は
下
流
の
村
人
と
交
流
し
、
子
供
た
ち
に
「
河
童
を
祭
っ
て
く
れ
」

と
言
い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。

本
編
は
河
童
が
人
助
け
し
て
カ
ム
イ
と
し
て
祭
ら
れ
る
ま
で
の
由
来
が

語
ら
れ
る
。
そ
れ
が
河
童
の
行
動
目
的
で
あ
る
が
、「
硬
い
（
粗
末
な
）
木

幣
と
酒
粕
」
で
祭
る
よ
う
に
と
遠
慮
が
ち
に
依
頼
す
る
。
通
常
の
散
文
説

話
で
は
、
そ
の
よ
う
な
要
求
を
他
の
神
々
は
主
人
公
や
そ
の
父
親
の
夢
見

の
中
で
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
資
料
三
以
外
で
は
夢
見
に
現
れ
な
い
。
河

童
は
家
主
の
父
親
に
対
し
て
、
そ
の
息
子
を
通
じ
て
伝
言
し
た
り
、
し
か

も
そ
れ
を
遠
慮
が
ち
に
述
べ
た
り
す
る
点
（
資
料
七
、
資
料
十
三
）
が
、

他
の
カ
ム
イ
と
異
質
で
あ
る
。
口
演
時
間
は
一
九
分
五
七
秒
と
日
本
民
話

に
較
べ
て
長
い
。

資
料
二
【
梗
概
】

①　
 

美
幌
の
ト
ク
ス
ア
イ
ヌ
と
い
う
人
と
釧
路
の
ラ
ミ
タ
ㇰ
ア
イ
ヌ
と
い

う
人
が
阿
寒
湖
畔
の
村
で
出
会
っ
た
。

②　

 
ト
ク
ス
ア
イ
ヌ
の
憑
神
は
河
童
、
ラ
ミ
タ
ㇰ
ア
イ
ヌ
の
憑
神
は
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
、
二
人
は
七
日
間
も
ウ
コ
チ
ャ
ラ
ン
ケ
（
９
）（

談
判
）
し
合
っ
た
。

③　

 

あ
る
ア
イ
ヌ
が
二
人
の
憑
神
の
名
を
他
の
ア
イ
ヌ
に
伝
え
た
た
め
、
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憑
神
の
怒
り
に
触
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
。

④　
 

明
治
一
八
年
五
月
、
和
人
の
役
人
た
ち
が
相
談
し
て
ラ
ミ
タ
ㇰ
ア
イ

ヌ
を
責
任
者
に
任
命
し
、
釧
路
の
村
か
ら
四
十
戸
の
ア
イ
ヌ
を
鶴
居

村
へ
移
住
さ
せ
た
。
ラ
ミ
タ
ㇰ
ア
イ
ヌ
は
阿
寒
郡
全
体
を
仕
切
る
指

導
者
と
な
っ
た
。

⑤　

 

ラ
ミ
タ
ㇰ
ア
イ
ヌ
は
和
名
を
浦
見
琢
蔵
（
う
ら
み
・
た
く
ぞ
う
）
と

言
い
、
ト
ワ
マ
ツ
と
い
う
女
の
子
と
イ
ノ
シ
ケ
と
い
う
男
の
子
が
い

た
。
ト
ワ
マ
ツ
の
息
子
が
山
本
多
助
で
あ
る
。

本
編
は
北
海
道
東
部
で
実
際
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
先
祖
の
伝
説
で
あ
り
、

具
体
的
な
地
名
や
人
物
の
名
前
と
実
際
に
あ
っ
た
釧
路
ア
イ
ヌ
の
移
住
の

話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
世
界
観
で
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
高
い
神

格
を
持
っ
て
い
る
が
、
北
海
道
東
部
で
は
河
童
が
そ
れ
に
引
け
を
取
ら
な

い
程
に
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

五　

日
本
の
河
童
伝
承
と
の
比
較

日
本
民
話
に
登
場
す
る
河
童
の
主
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
（
一
）
〜
（
八
）

の
と
お
り
に
抜
き
出
し
て
、
一
三
編
の
ア
イ
ヌ
伝
承
の
河
童
と
共
通
性
が

ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
見
る
。
こ
こ
で
は
、神
謡
の
散
文
語
り
で
あ
る
「
資

料
一
二
」
を
元
々
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
神
謡
に
含
め
て
考
え
た
い
。

（
一
）
河
童
の
駒
引
き
（
ア
イ
ヌ
に
な
し
）

（
二
）
河
童
の
妙
薬
（
ア
イ
ヌ
に
な
し
）

（
三
）
河
童
の
腕
抜
け
（
散
文
説
話
ｂ
に
一
編
、
聖
伝
に
一
編
あ
り
）

（
四
）
河
童
の
婿
入
り
（
全
て
の
神
謡
に
あ
り
）

（
五
）
河
童
の
文
使
い
（
散
文
説
話
ｂ
に
一
編
あ
り
）

（
六
）
河
童
の
相
撲
誘
い
（
ア
イ
ヌ
に
な
し
）

（
七
）
河
童
が
人
を
溺
死
（
全
て
の
神
謡
に
あ
り
）

（
八
）
河
童
の
畑
荒
ら
し
（
ア
イ
ヌ
に
な
し
）

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
で
は
、全
て
の
神
謡
に
（
四
）
と
（
七
）
の
モ
テ
ィ
ー

フ
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、
散
文
説
話
で
は
通
常
の
伝
承
形
態
と
は
異
な
る

「
ア
イ
ヌ
語
直
訳
（
資
料
一
）」
が
（
五
）
に
、「
神
謡
の
散
文
語
り
（
資
料

三
）」
と
「
聖
伝
（
資
料
六
）」
が
（
三
）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
含
ま
れ
て
い

る
の
み
で
あ
り
、
本
格
的
な
散
文
説
話
で
は
、
日
本
民
話
の
河
童
の
主
要

な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
排
除
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

日
本
民
話
の
河
童
は
、
人
間
に
相
撲
を
誘
っ
た
り
、
い
た
ず
ら
好
き
で
愛

嬌
の
あ
る
一
面
が
語
ら
れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
で
は
そ
の
よ
う
な
河
童
は
皆
無
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
で
は
河
童
が
夜
盗
の
群
を
全
滅
さ
せ
た

り
、
人
を
溺
死
さ
せ
た
り
、
逆
に
人
間
か
ら
殴
り
殺
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
と
、

血
な
ま
ぐ
さ
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
。
日
本
民
話
で
は
女
の
河
童
が
語
ら

れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
に
女
の
河
童
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
日
本
民

話
で
は
河
童
の
容
姿
が
よ
く
語
ら
れ
て
多
く
の
絵
画
を
残
し
て
い
る
が
、
ア

イ
ヌ
口
承
文
芸
で
は
散
文
説
話
で
「
頭
が
半
分
は
げ
た
男
の
子
（
資
料
七
）」

と
「
頭
が
禿
げ
た
小
さ
い
男
（
資
料
三
）」
及
び
神
謡
で
「
小
男
（
資
料
十
）」

と
表
現
さ
れ
る
程
度
で
、
河
童
の
容
姿
を
詳
し
く
語
ら
な
い）

10
（

。
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日
本
の
河
童
の
民
話
は
、
数
十
秒
か
ら
四
分
程
度
）
11
（

で
語
り
終
え
る
が
、

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
で
は
登
場
人
物
の
行
動
理
由
や
そ
の
体
験
談
が
話
中
で

何
度
も
説
明
さ
れ
る
場
面
が
特
に
散
文
説
話
に
顕
著
で
あ
り
、
約
十
一
分

か
ら
五
十
一
分
に
及
ぶ
長
編
化
が
見
ら
れ
た
。

六　

ま
と
め

紙
幅
が
尽
き
た
の
で
結
論
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
河
童
は
神
謡
に
お
い
て
、

「
婿
入
り
」
の
目
的
に
失
敗
し
て
村
を
追
放
さ
れ
、
静
内
川
上
流
の
悪
神
と

意
気
投
合
し
て
人
を
溺
死
さ
せ
る
行
い
か
ら
「
魔
物
」
と
し
て
の
立
場
を

と
る
が
、
散
文
説
話
ｂ
を
除
く
本
格
的
な
散
文
説
話
に
お
い
て
は
、
特
定

の
人
間
を
援
助
す
る
こ
と
で
ア
イ
ヌ
か
ら
「
カ
ム
イ
」
と
し
て
祭
ら
れ
る

立
場
を
得
る
、
と
い
う
よ
う
に
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
で
河
童
の
行
動
目
的
が

全
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

和
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
河
童
が
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
社
会
を
舞
台
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
と
の
融）

12
（

合
を
経
て
、
ア
イ

ヌ
の
行
動
規
範
（
カ
ム
イ
ノ
ミ
＝
御
神
酒
や
ご
馳
走
で
神
を
祭
る
）
や
世

界
観
を
反
映
さ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
イ

ヌ
自
ら
が
ア
イ
ヌ
の
文
化
的
要
素
（
様
々
な
作
法
な
ど
の
描
写
）
を
ふ
ん

だ
ん
に
盛
り
込
ま
せ
た
長
編
の
物
語
と
し
て
、
特
に
散
文
説
話
の
内
容
は

多
様
性
が
あ
り
、
河
童
と
の
互
恵
関
係
な
ど
を
築
く
過
程
が
詳
細
に
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
童
は
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
の
中
で
、
ア
イ
ヌ
が
発

展
的
に
新
た
な
物
語
を
創
造
し
て
き
た
と
い
え
る）

13
（

。

附
記本

稿
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
五
日
に
北
海
道
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、
日
本
口
承
文
芸
学
会
第
四
〇
回
大
会
に
お
け
る
発
表
内
容
を
骨
子
に

論
文
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
発
表
後
に
頂
戴
し
た
意
見
と
文
献
資
料

を
参
考
に
加
筆
・
修
正
を
し
た
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
深
く

お
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
1
） 

不
思
議
な
の
は
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
で
は
「
河
童
」
や
「
化
け
猫
」

は
語
ら
れ
る
が
、「
天
狗
」
や
「
鬼
」
や
「
古
狸
」
な
ど
の
怪
異
な

存
在
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
河
童
が
ア
イ
ヌ
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
2
） 

久
保
寺
（
一
九
七
一
、二
六
ペ
ー
ジ
）
は
凡
例
で
「
日
本
語
に
な
い

（tu

）
の
音
は
「
。ツ
」」
で
あ
ら
わ
し
た
」
と
述
べ
、「
ト
ゥ
」
の
発

音
表
記
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
3
） 「
フ
ン
ト
ゥ
チ
」
を
ア
イ
ヌ
語
呼
称
と
し
て
筆
者
が
認
め
る
理
由
は
、

「
ミ
ン
ト
ゥ
チ
」
の
「
ト
ゥ
」
を
現
す
表
記
の
「
ド
」
が
用
い
ら
れ

た
「
フ
ン
ド
チ
」
と
い
う
呼
称
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
4
） 
筆
者
が
第
四
〇
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
で
研
究
発
表
し
た
約
一
週
間

後
、
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
の
三
浦
佑
之
先
生
か
ら
こ
の

著
書
の
提
供
を
受
け
、
本
稿
の
加
筆
・
修
正
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

（
5
） 

本
格
的
な
「
和
人
の
散
文
説
話
」
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
散
文
説
話
の
長
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編
化
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
る
（
大
谷
洋
一
、二
〇
一
一
年
）
が
、
単

な
る
和
人
の
民
話
の
ア
イ
ヌ
語
直
訳
で
は
そ
の
現
象
は
現
れ
な
い
。

（
6
） 
数
少
な
い
河
童
の
容
姿
を
語
っ
た
場
面
で
あ
る
が
「
禿
げ
た
小
男
」

し
か
わ
か
ら
な
い
。
ア
イ
ヌ
語
で
「
小
男
」
の
表
現
は
「
成
人
し
た

男
性
」
を
意
味
す
る
「rupne aynu

」
と
語
ら
れ
る
。

（
7
） 

少
な
い
河
童
の
容
姿
を
語
っ
た
場
面
で
あ
る
が
「
禿
げ
た
男
の
子
」

し
か
わ
か
ら
な
い
。

（
8
） 

モ
シ
ㇼ
パ
ウ
ン
サ
ㇻ
の
村
長
の
「
戦
の
守
護
神
」
で
あ
る
河
童
が
殺

さ
れ
た
た
め
に
談
判
で
勝
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
9
） 

二
人
の
男
性
が
互
い
に
雄
弁
を
競
い
、
負
け
た
相
手
か
ら
賠
償
の
品

や
女
性
を
奪
う
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。

（
10
） 

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
河
童
の
容
姿
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
資
料
十
三
で
は
「nen ka ek w

a ekari 
a=nukar kusu m

intuci kam
uy ahun hine　
（
誰
か
が
来
て
、
正

面
を
見
る
と
河
童
の
神
様
が
入
っ
て
）」
と
い
う
よ
う
に
ア
イ
ヌ
が

一
見
し
た
だ
け
で
河
童
と
知
る
の
で
あ
る
か
ら
、
河
童
は
異
形
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
） 

丸
田
雅
子
・
田
中
浩
子
・
小
池
ゆ
み
子
・
小
林
美
佐
子
（
編
）

（
二
〇
一
六
）
に
添
付
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
に
よ
り
、「
河
童
淵
」
の
口
演
時

間
を
測
る
と
三
分
五
十
六
秒
で
あ
っ
た
。

（
12
） 

筆
者
が
「
散
文
説
話
ｂ
」
と
区
分
し
た
日
本
民
話
の
ア
イ
ヌ
語
直
訳

の
物
語
や
日
本
民
話
と
ア
イ
ヌ
の
行
動
規
範
等
が
混
合
し
た
物
語
な

ど
を
指
す
。

（
13
） 

ア
イ
ヌ
に
伝
わ
る
河
童
の
物
語
の
全
て
の
梗
概
に
紙
幅
が
か
さ
み
、

尻
窄
み
で
書
き
終
え
た
感
が
あ
り
読
者
に
対
し
て
心
苦
し
い
が
、
ア

イ
ヌ
口
承
文
芸
に
登
場
す
る
河
童
の
全
話
を
紹
介
し
終
え
た
こ
と
は

資
料
紹
介
と
し
て
有
意
義
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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ｂ
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光
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〇
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源
蔵　

一
九
七
〇
『
ア
イ
ヌ
民
話
集
（
増
補
改
訂
版
）』
北
書
房

更
科
源
蔵
、
安
藤
美
紀
夫　

一
九
七
七
『
北
海
道
の
伝
説
』
角
川
書
店

更
科
源
蔵　

一
九
八
一
ａ
『
ア
イ
ヌ
伝
説
集　

更
科
源
蔵
ア
イ
ヌ
関
係
著

作
集
Ⅰ
』
み
や
ま
書
房

更
科
源
蔵　

一
九
八
一
ｂ
『
ア
イ
ヌ
伝
説
集　

更
科
源
蔵
ア
イ
ヌ
関
係
著

作
集
Ⅱ
』
み
や
ま
書
房

更
科
源
蔵　

一
九
八
三
『
ア
イ
ヌ
伝
説
集　

更
科
源
蔵
ア
イ
ヌ
関
係
著
作

集
Ⅷ
』
み
や
ま
書
房

砂
沢
ク
ラ
（
筆
録
）・
平
田
角
平
（
訳
）
一
九
七
一
『
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩
』

野
火
文
学
会

武
田
静
澄　

一
九
五
六
『
河
童
・
天
狗
・
妖
怪
』
河
出
書
房

田
村
す
ず
子　

一
九
九
七
『
ア
イ
ヌ
語
音
声
資
料
10
』
早
稲
田
大
学
語
学

教
育
研
究
所

中
川
裕　
二
〇
〇
二
「
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
テ
キ
ス
ト
集
3　
白
沢
ナ
ベ
口
述　

ト
パ
ッ
ト
ゥ
ミ
か
ら
逃
れ
た
ウ
ラ
イ
ウ
ㇱ
ナ
イ
の
少
年
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア

言
語
文
化
論
集　

第
5
号
』
千
葉
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
講
座

早
川
昇　

一
九
七
〇
『
ア
イ
ヌ
の
民
俗
』
岩
崎
美
術
社

三
浦
佑
之　

二
〇
一
二
『
古
代
研
究　

列
島
の
神
話
・
文
化
・
言
語
』
青

土
社

丸
田
雅
子
・
田
中
浩
子
・
小
池
ゆ
み
子
・
小
林
美
佐
子
（
編
）
二
〇
一
六
『
遠

野
の
昔
話　
菊
池
力
松
さ
ん
の
む
す
め
た
ち
の
語
り
』
企
画
室
・
コ
ア

山
本
多
助　

一
九
五
八
「
ウ
チ
ャ
シ
カ
マ
」『
ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ　

第
三

号
』
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
研
究
室　

※
本
稿
で
は
浦
田
遊
（
編
）

一
九
九
八
『
ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ
―
幻
の
ア
イ
ヌ
語
誌
復
刊
』
釧
路
ア
イ

ヌ
文
化
懇
話
会
を
参
照
。

 

（
お
お
た
に
・
よ
う
い
ち
／
北
海
道
博
物
館
）


